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当院において尿路上皮癌/腎癌術後に補助オプジーボ/キイトルーダ

療法を受けられた方およびそのご家族の方へ

－「進行性尿路上皮癌/腎癌に対する術後補助療法の有効性と有害事象の

予測因子探索研究」へご協力のお願い－

研究機関名およびその長の氏名： 高知医療センター泌尿器科新良治

研究責任者： 岡山大学病院泌尿器科片山聡

1）研究の背景および目的

現在、膀胱がん、尿管・腎孟がんや腎がんに対しては、手術後の組織評価において再発リスクが高いと

判断される場合には、免疫チェックポイント阻害薬という治療薬を使用して再発なく長期生存を目指す治

療を行います。免疫チェックポイント阻害薬は従来の薬剤とは全く異なるメカニズムであるため、治療効

果を予測する血液検査の項目や、副作用を予測する因子についてはまだはっきりしていません。これらを

解明することで、それぞれの患者さんに合わせた最適な治療法を見出すことができると考えます。今回の

研究は、治療前にあらかじめ治療効果を予測する因子などを調べる研究となります。

2）研究対象者

2021年2月1日から2029年3月31日の間に岡山大学病院泌尿器科および共同研究機関で進行性尿路上

皮癌/腎癌術後に補助オプジーボ/キイトルーダ治療を受けられた方140名、高知医療センター泌尿器科に

おいては治療を受けられた方5名を研究対象とします。

3）研究期間

研究機関の長の許可日～2030年3月31日

研究開始日を情報の利用または提供を開始予定日 ：研究機関の長の許可日から1週間後

4）研究方法

当院において進行性尿路上皮癌/腎癌術後に補助オプジーボ/キイトルーダ療法を受けられた方で、研究

者が診療情報をもとに血液などのデータを選び、治療効果、生存に関する分析を行い、これらを予測する因

子について調べます。

5）使用する情報

この研究に使用する情報として、カルテから以下の情報を抽出し使用させていただきますが、氏名などの

あなたを直ちに特定できる情報は削除し使用します。また、あなたの情報などが漏洩しないようプライバシ

ーの保護には細心の注意を払います。

・年齢、性別、既往歴

・腫瘍のステージ、手術所見

・診察所見、病歴、治療内容、血液検査結果、画像所見

・オプジーボの治療状況、有害事象の状況

・オプジーボでの再発とその部位






